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第 1節実験方法 文献
・ ・ ・  
-E て，直径 9cmのガラス瓶を用い， 300C，370C，500 
第 1章 緒
C，600Cの恒温箱及び保温槽に装置し常に一定温度
尿尿消化過程におけるガス発生は，尿尿の化学的 を保って，その芳、ス発生量及び pH.scum及び色調
物理的生物学的な愛化による消化過程に伴って発生 について検討した。
するものであると考えられるから，日々のガス発生 方、ス採取法は飽和芭硝水を用いた置換法により毎
量及びその累計量は尿尿消化過積を判定するに重要 日一定時間を定め 95日間日々のガス量を測定した。
な役割を演じてし、るものと考えられる。従って性状 pHは脱離液及び汚泥の混合物について測定した。
の異なる各尿尿においても，各々の発生するガス量 方、ス採取の場合における尿尿に加わる圧力を考慮、せ
の日々の量，及びその累計量の多少によりその尿尿 ずに行ったが，ガス発生に伴う外気圧との愛化は第
の消化過程の推移を考察し得るものと思われる。 1図に示す如くガス発生に伴って菱化する。庄測定
一方尿尿の消化形式，例えば温度差によるもの叉 にはガス採取に使用したコ、、ム管及び硝子管の直径に
は消化槽の設計の相違による消化過程における優劣'等しし、 7mmのものを用いた。
を論ず、るにあたり，重要な指針となり得るものと考
えられる。 第工図 尿尿消化瓶中に於けるガス圧と
こ与において吾が教室においても，現在諸都市に
-50 
ガス量との関係 
おいて重要な問題となっている尿尿処理について以 mm 
前より種々実験研究を行って来ているが著者もその
ー剖:を担当しガス発生について種々比較検討を行っ
てきたが，こ:に特にガス発生量について報告する。 
第 2章 温度差によるガス発生
.，.10 
mm 
第1節実験方法
試斜は東京都砂町尿尿処理場における調整槽投入 。
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過したものを用いた。 
seedingとしてはガス発生の全く無くなフた汚泥 O 100 300 500 
を全体の 20%の割に混合し，全体量を 700ccとし ガス量 
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第工表 温度別によるガス発生累計表 a
--------------日数| 5 15 25 35 45 55 65 75 85 95 
温度 -------1 
300C尿+ 1008 3777 6039 6324 6562 6771 6839 6870 6884 6969 
370C尿+ 1159 5044 6562 6943 7075 7140 7185 7214 7238 7240 
500 C尿+ 12.3 52 335 858 1962 2779 2947 2970 2988 2988 
600C尿+ 101 101 101 101 .101 101 101 101 101 101 
370C尿対 247 593 960 2202 2970 3904 4131 4187 4212 
第2節実験成績
カ。ス発生累計量は第 1表に示す如く，汚泥添加尿
尿における 300C消化においては 6969ccであり，そ
のpHは実験開始前 8.6がI週間後にて 8.2，II週間
後にて 8.4，第lV週にて 8.6，第四週後にて 8.8を示し
以後斐化しなかった。色調は工週間後にて黄黒福色
を第E週にて黄福色を第区週にで淡褐黄色を呈し以
後菱化を認めなかった。 scumは実験開始翌日発生
し，高さ 2.0cm，4日目に1.6cm，9日目に 0.3cmを
示し 10日以後は scumは殆んど沈下して僅かにそ
の浮遊物しか認、めなかった。汚泥添加尿尿における 
370C消化においてはそのガス発生累計量は 7240cc 
であり，.pHは実験開始前 8.6，第工週目 8:2，第E週
日 8.6，第四週目にて 8.8 を示し以後~動はなかっ
た。色調は第工週後にて黒掲色を第E週にて褐黄色
を第咽週にて淡褐黄色に菱化し以後菱化はなかっ
た。 scumは第2日目にて発生し高さ 2.0cmを示
し次第に減少して 9日目より沈下し始めその浮遊物
のみ認めるにすぎなかった。
汚泥添加尿尿 500C消化においてはガス発生累計
量は 2988ccにて， pHは第I週にて 8.4，第E週目に
て 9.0，第E週自に 8.8，第lV週にて 8.6に低下し以後
菱化しなかった。その色調は第I週後にて黄掲色第 
E週にて黒掲黄色第E週にて淡黄褐色を呈し以後殆
んど菱化を示さなかった。 scumについては最初浮
遊物を認めるにすぎなかったが， 1週後にて scum
の発生があり 0.8cmの高さを示し，第 E週目にて 
2.2cm，第lV週日に 2.0cm，第V週目に 0.5cm，第四
週以後はその浮遊物のみを認めるにすぎなかった。
汚泥添加尿尿 600 C消化においては，ガス発生累
計量は 101ccにすぎず，第 4日目以後にては殆んど
ガス発生を認めなかった。 pHは第工週後にて 8.8
を示し第五週目にて 9.2 に上昇し以後殆んど~化を
認めなかった。 scumの発生は殆んど認めず，僅か
に上層浮遊物を O.lcmの高さに認めたにすぎなか 
った。
対照としての尿尿のみの 370C消化においては，
ガス発生累計量は 2202ccにて， pHは第工週日に
て8.4，第V週目にて 8.6を示し以後安化を認めず，
色調は黄掲色を呈し殆んど特別な安化を示さなかっ
た。 scumにては第2日目にて高さ1.2cm，第 I週
後にて 0.8cm，第E週日にて 2.0cm，第四週自にて 
1.0 cmを示し以後殆んど scumの沈下を認めず 50
日目にでも高さ1.0cmを示し以後殆んどその沈下
を認めなかった。
第 3節小括並びに者按
先に第 26回日本衛生学会総会にて当教室にて発
表した如く，各温度別におけるガス発生累計量は第 
1表及び第2図の如く汚泥添加尿尿において 3TC
消化が最大値を示し，次いで 300C，50oC，60oC，消
化とその値を示している。
汚泥添加尿尿の 370C及び 300C消化におけるガス
量について比較すると，第2図に示す如く，第E週
第E図 温度別によるガス発生累計曲線 
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自において前者は後者の 1.5倍弱を示L，全量にお
いては1.03倍を示すにすぎない。即ち消化過程の初
期において 370C消化の方が特にガス発生が良好で
あると云うことが出来る。
これを 95日間における全芳、ス発生量について考
察すれば 300Cにては第E週自にて全ガス発生量の
約半数値に達じ 370C消化にては全量の過半数以上
を示している。このことにより汚泥添加尿尿消化に
おいては第E週自にて殆んど全消化過程における全
カ、、ス化過程の半分のガス化が行われるものと考える 
ことが出来る。これを pHより考察すれば実験開始
時の 8.6より第E週目にて 300C消化は 8.4，370C消
化は 8.2を示し PHの低下の多い 370C消化の方が
ガス発生量も犬となっている。第E週以後は両者と
も差異なく，むしろ 370C消化の方がpHが高くな
っている。
500C消化においては実験初期にてはガス発生が
殆んどなく第E週目より次第にガス化が行われ， pH
も8.6より第E週日に 9.0とアルカ P化されるがE
週日より 8.8と低下しこれに従って scumの発生も
伴いガス発生も次第に大となっている。 600C消化 
においては第2日目にガス発生が見られるが以後殆
んどガス発生を認めず pHも8.6より第工週日にて
8.8，第E週目にて 9.2と強アルカリ性を呈し，これ
がためガス発生が阻害されていると考えることが出
来る。
対照として尿尿のみにおける 37
0
C消化にては 2
日目よりコゲス発生が行われその累計量は汚泥添加尿
尿の 370C及び 30
0
C消化により少し、。然しそのガス
発生形式は著者の実験による 37
0
C尿尿消化におけ
る熱灼減量 19宛ガス量についての計算に示す如 
<，その累計曲線は第2図の如く S宇状を描き第工
ガス発生期が 15日前後に終り，次し、で第 E ガス発
生期前のカ、、ス発生停滞期をへて 45日目前後に第E
期ガス発生期を示している。叉 45目前後にて全ガ
ス発生量の約半数に達している。
要約すれば汚泥添加尿尿消化過程においてのガス
発生は 370C消化は最もよく 300C消化がこれにつ
ぎ，高温消化はあまりガス発生をみなし、。叉 370 C
及び300C消化にては約 2週間fこてほ Y全カ、、ス発生
量の半数量に達し，従って尿尿のみの消化過程のガ
ス発生形式の如く，第工及び第E期ガス発生形式は
顕著に表われて来なし、。叉pHはその低下!と共に芳、
ス発生が行われ，強アルカリ性にては殆んどそのガ
ス発生が行われないことからして直ちに pHとガス
発生が関連すると断言し得ないが，その菱化によつ
てガス発生が或る程度の関係を有していることが知
り得る。色調は消化過程の進むに従って淡黄禍色を
呈してくる。
第3章撹乱予防装置を附した尿尿槽
におけるガス発生
第 1節実験方法
試料は東京都砂町処理場の汲取尿尿を用いこれに
20%の割に同所の消化槽より得た消化汚泥を加え
たものを合計量 2700ccとしそのガス発生量を測定
観察した。
装置は棚付消化瓶を用い上部よりガス捕集を行い
ガス採取法はさ硝飽和水溶液を用いた置換法により
第 2章の述べた場合と同様に行った。叉同様の試料
を用し、棚無しにてノミッチ法によりガス採取を行し、対 
照とした。両者とも同一 300C恒温箱に保温し 28日
間毎日一定時間にガス量の測定を行った。
第2節 実験成績
棚板付消化槽においてはその全ガス発生累計量は
13500 ccを対照は 4250ccの発生量を示し 1日平均
量は前者にて 482cc後者にて 152ccを得た。 pHは
両者ともに実験開始時 8.7であったが工週間後8.2. 
にE週間後 8.6となり，以後菱化をみなかった。
第3節小括並びに者案
棚付瓶におけるガス発生量はその累計量において
対照に比し第3図に示す如く比較的多量のガス発生
が行われ，全体として約3倍強の発生率を示してい
る。第E週において棚付瓶の方は全累計量の 65%
を対照は 82%を，第E週にて前者は 88%，後者は
92%を示し第E週において殆んど全量に近い芳、ス 
第E図 棚付消化槽に於けるガ町ス発生累計表 (cc) 
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発生量を示している。従って第E週までにおいてガ
ス発生は特に有効であると云うことが出来る。
有機物減少量について考察すると，棚付瓶の方は
30.1 mgの減少量に対して 13500ccを示し，対照に
おいては 24.3mgの減少量につし、て 4250ccのガス
発生量を示している。即ち棚付瓶の方がガス発生が
良好であることを知ることが出来る。
これは棚付によって沈澱部汚泥の存在状態，即ち
汚泥と脱離液との接触面積が大であることと瓶の底
に堆積する沈殿部の密度の小なることが消化に有利
であり，且つガス発生も対照に比して大であると考
えられる。
両者のガス発生累計曲線を考察すると，棚付瓶に
おいては， 28日消化過程において特別なる第工ガス
発生期を認めず第E週前後まで平均したガス発生を
表わしている。対照としての棚無しバッチ法にて
は，第2章に論じた 370C消化尿尿の場合と同様第
E週目頃までに第工ガス発生期を認め，第H週以後
において所謂第Eガス発生期前のガス発生停滞期を
示している。 
第4章分層処理におけるガス発生
第1節実験方法
第 12回公衆衛生学会及び第28回日本衛生学会に
おいて当教室の発表した如く，特殊装置を附した容
量 20Lの小ノξイロットプラ γ トを用い，ガス発生の
全くない汚泥を 1/2の高さ迄に投入し，その上に東 
京都砂町尿尿処理場の汲取尿尿に 10%の割に汚泥
を加えたものを重積したもの Lガス発生量を，バイ
ロット内のガス圧を測定する圧力計を附した肺活量
計を用い，適時切替えてそのガス量を毎日一定時間
を定め測定した。 1週間毎にその脱離液のみを排除
し，汚泥を 2週間以上放置し得る様にして，前述の
汚泥添加尿尿を注加するため，ガス量は 1週間毎の
累計量として表示した。ガス分折は適時行った。肺
活量計中には飽和食塩水を用いガス成分の吸収を防
いだ。
第2節実験成績
分層処理尿尿消化実験開始後第E週日よりガス採
取を行い，以後9週間についてガス量の測定を行つ
た。 1週間におけるガス累計量は第E表に示す知く 
平均59350ccを得た。全消化過程を通じて第1日目
より第7日目までのガス発生平均量は 7104cc，7721 
cc，8810 cc，9977 cc，8979 cc，8849 cc，"8110 ccを
得た。ガス分析値は第百表に示す如く，多少の消表
はあるがメタンの含有量は 50%前後を示していた。
第3節小括並びに考案
分層処理における芳、ス発生量は比較的に多く 9週
第E表 分層処理に於けるガス発生量 (cc)
4 5 6 7 8 9 o I11 I平均値~竺I 3 
1 10640 
2 1880 
3 14560 
4 15500 
5 ，17170 
6 18500 
7 13380 
11340 
9840 
10990 
11290 
9120 
9360 
8600 
9380 
13050 
10360 
9020 
9690 
9690 
12060 
9170 
11010 
8480 
15400 
10870 
9300 
6400 
3760 
6020 
5420 
5640 
7180 
6420 
4920 
2140 
5010 
6980 
6000 
6140 
4150 
8450 
6100 
8420 
6120 
9820 
6660 
8200 
6560 
5350 
7320 
7840 
6700 
6980 
7000 
8120 
6060 7104 
6940 7721 
8540 8810 
8620 9977 
7000 8979 
7020 8849 
4500 8110 
第E表分層処理に於けるガス分析
聞を通じて 1日のガス発生量は平均値が8479ccに
I 1 I % I其 2他 達している。これを投入物の全有機物9週間の平均02 % ICO2 % CH4 9る 
0.2 12.0第 4週目 
11 9 /1 0.2 12.3 
グ /16 0.2 18.0 
グ /17 0.2 15.1 
グ 8 /1 0.1 13.0 
グ /19 0.2 11.0 
グ 10 /1 0.2 21.0 
グ 11 /1 22.00.2 
46.3 
48.0 
51.8 
48.9 
54.3 
58.0 
56.0 
60.0 
41.5 値 173.39より考察すれば投入尿尿の有機物 1に対
39.7 して 48.5 ccのガス量を発生し，著者の他の実験に
30.0 比し大なる値を示している。日々のガス量は汚泥添
35.8 加尿尿投入後2日固まで、は僅かに平均値より少く，
32.6 最終日は実験の都合によりガス採取時間の短縮によ
30.8 り多少平均値より少い値を示しているが，このこと
22.8 を除いて考えれば 3日以後の芳、ス発生量は平均値よ
17.8 り大なる値を示し，ガス発生が次第に良好になって
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いると考えられる。これは汚泥を脱離液と分離して
原則として 2週以上放置することにより，その安全
度を増すと共に， 工週間毎に投入する汚泥添加尿尿 
と日数の経つに従って次第に慣れることにより 3日
以後のガス発生が次第に増量するものと 思われる。J
叉メタン含有量も 50%前後常に存在していること
より，メタシ醗酵によるガス発生も良好に行われ一
層ガス発生が増大するものと考えられる。
第 5章結 論
尿尿消化槽における消化過程の促進について種々
なる方面より考察しそのガス発生について検討を加
え次の結論を得た。
1) パッチ法による温度差におけるガス発生状態
は 370C消化が最も良好で、あり 300C消化がこれにつ 
ぎ，高温度消化はガス発生が悪く特に 600C消化に 
てはガス発生がほとんど見られなかった。 
汚泥添加尿尿における 370C，300C消化にてはr 5.釘本完:国民衛生， 23，4. 
週間後においてほとんど全ガス発生量の半数量に達 6.広瀬六郎: 衛生工業協会誌， 18，1O~12. 
し，尿尿のみの場合より遥かにガス発生量が大であ 7.本多淳裕: 国民衛生， 23，200~206. 
る。 8.田波潤一郎・他: 日公衛誌， 3，11 (昭31) 
2) 槽内に棚板を設けた消化槽におけるガス発生
。
は棚板無しの場合よりガス発生状態が良好であり且
第E週迄が最も有効である。
3) 分層処理におけるガス発生は良好であり平均
したガス発生量を示しているが，特に原尿投入後 3
日目より次第にガス発生状態が良好となることを知
り得た。
稿を終るにのぞみ，終始御指導を賜わりまし
た恩師谷川教授に衷心より深謝致します。なお
種々御助言をいたどいた田波助教授及び教室員
諸兄に感謝致します。 
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